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転移は p*= 0.94-0.95で起るので,その近傍をねらい,粒子数 N.-90,810で







分 類 p N kT/E P* Pん/NkT
a 0.8 90 0.4517 0.9133 11.45
b 0.825 810 0.5070 0.9239 11.82




















Fj(Vo*)･････ j番目の円環に属する粒子の vo*の平均をさらにある時間間隔 (さ
し当り100ステップとした)について平均した値Vo*の分札
両分布とも理論的には平均値 oであるが,サンプルの結果は十分 0に近い｡標準偏
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がないとしたときの分別 j(vo)とをくらべて,円環状相関度 fj… OFj/OFjを図7iこコ:
に, jで平均したのを図8に示すo ただし,Fj(vo)は 当Jと中心極限定理を用いて,
標準偏差 oJ ofj/巧 の正規分布で与えられるとしたO ここにmjはFj(vo)でFj
平均値Voを求める際のvoのサンプル数であるo アルゴリズムは省略するが,渦の平
均サイズくr*>は図9に示すo <EJ>くr*> ともに固相で小さいのは当然である)
が,予想よりは大きいoこれ は Fj分布でvoを求める際の時間間隔 (100ステップ )
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メ d固相 10()ステ ップ
◆ d固相 300ステップ
図 9 各状態に対する平均の渦のサイズ
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